
公共交通に関する
アンケート調査
実施結果

令和5年9月28日 第2回徳島市地域公共交通活性化協議会

資料1
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１．調査概要（市民アンケート）

＊目的 交通行動全体の概要を把握

＊対象 無作為抽出した、16歳以上の市民3,000人

＊日時 令和5年8月4日（金曜）～8月25日（金曜）

＊方法 郵送で送付し、郵送もしくはWebで回答

2



２．調査結果（市民アンケート）

（1）回収状況

配布数 3,000

郵送による回収票数 701

Webによる回収票数 282

計 983

8/31現在
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（2）回答属性

２．調査結果（市民アンケート）

川内

60

応神

15

北井上

12

不動

9

加茂

66

渭北

67

渭東

71

内町

20

沖洲

43

昭和

36
東富田

22

西富田

12

新町

4

佐古

50

南井上

20

国府

55

加茂名

96

八万

122

津田

55

勝占

58

上八万

33

入田

9

多家良

25

1-1

(n=960)

男性

40.8%女性

58.4%

回答しない

0.8%

1ー3 

(n=971)

10歳代 3.0%
20歳代 5.2%

30歳代 9.2%

40歳代

16.0%

50歳代

17.1%

60歳代

18.6%

70歳代

19.7%

80歳代 11.2%1ー2 

(n=978)

居住地

年齢 性別
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（3）運転免許や自動車の所有状況

・運転免許の非保有、返納済、返納を考えている、を合わせて約２割
・自動車がいつでも自由に使えない人が約２割

世帯の自動車所有状況

２．調査結果（市民アンケート）

自動車運転免許の保有状況

いつでも自由に使える

自動車がある

77.1%

ある程度は

自由に使える

自動車がある

7.4%

自由に使える

自動車はない

15.6%

1ー6 

(n=964)

免許があり、

運転に支障はない

77.6%

免許はあるが、

返納を考えて

いる 4.9%

免許をすでに返

納した 5.7%

免許を取得していない

11.8%

1ー5 

(n=973)
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（3）自動車が自由に使えないときの他の移動手段

・自転車、路線バス、他の人の自動車、タクシーの順

２．調査結果（市民アンケート）

路線バス

24.9%
コミュニティバス 0.2%

鉄道（JR） 3.7%

タクシー

11.0%

徒歩

7.6%

自転車

29.7%

バイク(原付含む)

4.3%

他の人の自動車に

乗せてもらって移動

14.7%

移動をあきらめる 2.0% その他 1.9%
1ー7 

(n=966)
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（4）全移動手段における外出の目的など

・最も多い外出目的は、買い物で、約8割

日常生活のなかで、 最も多い外出目的

２．調査結果（市民アンケート）

買い物

76.2%

通院

6.9%

行政・金融機関

利用 0.4%

趣味・娯楽等

7.9%
その他

8.6%

2ー1 

(n=974)
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（4）全移動手段における外出での目的地

最も出かける地区

・出かける地区（行先）としては、徳島市外、八万、佐古の順
・徳島市外は全体の約16％

２．調査結果（市民アンケート）

川内

29

応神

6

北井上

1

不動

1

加茂

37
渭北

51

渭東

84

内町

50

沖洲

89

昭和

56

東富田

13

西富田

7

新町

15

佐古

98

南井上

4

国府

50

加茂名

52 八万

109

津田

38

勝占

16

上八万

3

多家良

1

徳島市外

153

2-3

(n=963)
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（5）日常生活における主な移動手段

日常生活のなかで、 最も多い外出目的での主な移動手段

・自動車（自分で運転）、自転車、自動車（家族等が運転）、路線バス、徒歩の順

２．調査結果（市民アンケート）

86

189

33

617

169

36

87

2

10

7

0 100 200 300 400 500 600 700

徒歩

自転車

バイク(原付含む)

自動車(自分で運転)

自動車(家族等が運転)

タクシー

路線バス

コミュニティバス

鉄道（JR）

その他

2－4

(n=970 複数回答)
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（5）日常生活における主な移動手段（公共交通を利用しない理由）

・便数が少ない、行きたい場所にいけない、利用したい時間帯に便がないの順

公共交通を利用しない理由

２．調査結果（市民アンケート）

208

344

269

312

102

169

157

0 100 200 300 400

自宅や目的地からバス停や駅が遠い

便数が少ない

利用したい時間帯に便がない

行きたい場所に行けない

運賃が高い

乗り換えが必要

その他

2ー4ー2 

(n=770 複数回答)
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（6）通勤・通学（今の移動手段）

・主な移動手段は、自動車（自分で運転）、自転車、徒歩などの順
・路線バスと鉄道を合計しても約6％

通勤通学での主な移動手段

２．調査結果（市民アンケート）

34

112

21

348

13

0

22

1

14

3

0 100 200 300 400

徒歩

自転車

バイク(原付含む)

自動車(自分で運転)

自動車(家族等が運転)

タクシー

路線バス

コミュニティバス

鉄道（JR）

その他

3ー2 

(n=983 複数回答)
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（6）通勤・通学（コロナ禍前の移動手段）

・コロナ禍前においても、自動車（自分で運転）、自転車、徒歩の順で、現在の傾向と
ほとんど変わっていない

コロナ禍前（2019年12月以前）の通勤・通学の移動手段

２．調査結果（市民アンケート）

30

117

25

341

25

2

27

0

14

6

0 50 100 150 200 250 300 350 400

徒歩

自転車

バイク(原付含む)

自動車(自分で運転)

自動車(家族等が運転)

タクシー

路線バス

コミュニティバス

鉄道（JR）

その他

3ー4

(n=494 複数回答)
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（7）今後の公共交通のあり方について

・「市内の路線バスなどの公共交通について、どのような方向で取り組むべきか」の
質問に対しては、約６割の人が今より充実させるべきと回答

公共交通の方向性

２．調査結果（市民アンケート）

① 57.8%

②

12.2%

③23.4%

④

6.6%

4ー5 

①運転免許を持たない人や地球環境保全のた

め、いまよりもっと充実させていくべきだ

②いまの水準で維持していくべきだ

③人口や利用者の減少などにより、公共交通

が少なくなるのはやむを得ない

④その他

(n=958)
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3．調査概要（利用者アンケート）

＊目的 公共交通の利用実態や考え方を把握

＊対象 公共交通利用者

＊日時 令和5年8月4日（金曜）、8月5日（土曜）

＊場所 JR徳島駅、徳島駅前バスターミナル、

イオンモール徳島、四国大学前、

県立中央病院・大学病院前（8/4のみ）、

南海フェリー乗り場、タクシー車内で配布

＊方法 上記場所で直接配布し、郵送もしくはWebで回答

14



4．調査結果（利用者アンケート）

（1）回収状況

配布数 1,416

郵送による回収票数 251

Webによる回収票数 84

計 335

8/31現在

15



（2）回答属性

4．調査結果（利用者アンケート）

川内

13

応神

11

北井上

1

加茂

9

渭北

15

渭東

19

内町

9

沖洲

12

昭和

16

東富田

6

西富田

5

新町

2

佐古

12

南井上

1

国府

10

加茂名

15

八万

29

津田

10

勝占

23

上八万

8

入田

1

多家良

2

徳島市外

101

1-1

(n=330)

男性

38.3%
女性

60.2%

回答しない 1.5%
1ー3 

(n=332)

10歳代 6.9%

20歳代 9.6%

30歳代 7.5%

40歳代

17.7%

50歳代

14.7%

60歳代

18.0%

70歳代

18.9%

80歳代

6.6%

1ー2 

(n=333)

性別 年齢

居
住
地
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自動車運転免許の保有状況

（3）運転免許や自動車の所有状況

・運転免許の非保有、返納済、返納を考えている、を合わせて約４割
・自動車がいつでも自由に使えない人が約５割

世帯の自動車所有状況

4．調査結果（利用者アンケート）

免許があり、

運転に支障はない

61.3%

免許はあるが、

返納を考えている

6.3%

免許をすでに

返納した 7.9%

免許を取得

していない

24.5%

1ー5 

(n=331)

いつでも自由に

使える自動車が

ある 50.2%

ある程度は

自由に使える

自動車がある

15.5%

自由に使える

自動車はない

34.3%

1ー6 

(n=329)
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（4）移動目的、利用頻度

・移動目的は、通勤・通学が最も多く、次いで買い物、趣味・娯楽等、旅行・観光の順
・利用頻度は、週４回以上が最も多くなり、次いで週に２・３回程度、月１回程度及び年
に数回程度の順

本日の移動目的

4．調査結果（利用者アンケート）

本日利用した移動手段の利用回数

買い物

24.0%

通院

9.6%

行政・金融

機関利用

1.2%

趣味・

娯楽等

13.2%

通勤・通学

28.7%

旅行・観光

9.6%

業務

4.2% その他

9.6%

2ー1 

(n=334)

週に4回以上

35.6%

週に2・3回

程度

15.1%
週に1回程度 9.7%

2週間に1回

程度 7.9%

月に1回程度

13.9%

年に

数回程度

13.9%

今回初めて 3.9%2ー4

(n=331)
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（5）移動手段

本日利用した移動手段

・路線バス、鉄道(JR)、徒歩の順

4．調査結果（利用者アンケート）

68

17

2

36

11

17

223

2

93

14

4

0 50 100 150 200 250

徒歩

自転車

バイク(原付含む)

自動車(自分で運転)

自動車(家族等が運転)

タクシー

路線バス

コミュニティバス

鉄道（JR）

フェリー

その他

2ー3 

(n=335 複数回答)
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（6）回答者の移動手段の利用特性

本日利用した移動手段以外の利用

・本日利用した移動手段以外を利用すると回答した216人（約6割）の多くが、自動
車（家族等が運転）や自動車（自分が運転）を利用

4．調査結果（利用者アンケート）

12

27

4

41

47

20

32

1

29

1

2

0 10 20 30 40 50

徒歩

自転車

バイク(原付含む)

自動車(自分で運転)

自動車(家族等が運転)

タクシー

路線バス

コミュニティバス

鉄道（JR）

フェリー

その他

2ー5--2 

(n=216 )
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（7）路線バスを利用する上で重要と考えること

路線バスを利用する上で重要なサービス

・自宅や目的地がバス停に近いことが最も多く、次いで、運行間隔が短いことや目
的地まで乗り換えずに行けること、時刻表通りにバスが着くことの順

4．調査結果（利用者アンケート）

190

93

55

34

22

91

74

93

8

0 50 100 150 200

自宅や目的地からバス停が近い

運行間隔が短い

遅い時刻までバスが運行

早い時刻からバスが運行

所要時間が短い

時刻表どおりにバスが着く

運賃が安い

目的地まで乗り換えなく行ける

その他

4ー3

(n=253 上位3つ)
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（7）路線バスを利用し続けるために最低限必要なこと

路線バスを利用し続けるため に最低限必要なこと

・乗りたい時間にバスがあることが最も多く、次いで目的地までのバス路線があ
ることや、バス停環境の充実があげられている。

4．調査結果（利用者アンケート）

102

165

42

151

40

69

22

40

4

57

6

0 50 100 150 200

バス停環境の充実

乗りたい時間にバスがある

バスがいつ来るかわかる

自分の行きたい目的地までのバス路線がある

交通系ＩＣカードで支払いができる

バスの乗り方、経由地などがわかりやすい

バスを利用して商業施設で買い物をすると割引がある

乗り降りがしやすいノンステップバスが増える

大人も子どもも楽しめるデザインのバスが増える

鉄道（JR）や他のバスとの乗り換えが便利になる

その他

4ー4

(n=252上位3つ)
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5．調査概要（事業者アンケート）

＊目的 移動実態把握調査だけでは把握しきれない、移動

に関わる潜在ニーズを調査

＊対象 バス事業者（２）、タクシー事業者（２）、

観光関係団体（１）、福祉関係団体（１）、

大規模商業施設（2）

＊日時 令和5年8月

＊方法 直接対面し聞き取りあるいは、調査票で回答
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（１）利用者増への取り組み

・パターンダイヤ導入によるわかりやすい・使いやすい運行ダイヤを実施（バス事業
者A）

・ほかの交通モードとの連携を実施（バス事業者A）

・大規模商業施設経由による路線を検討（バス事業者B）

6．調査結果（事業者アンケート）

（２）バスをはじめとした公共交通の改善点

・ＩＣカードや、バス停の上屋・ベンチ等の設置要望は多い（バス事業者A）

・バスロケーションシステム「とくしまバスNavi いまドコなん」がわかりづらいな
どの意見あり（観光関連団体）

・路線バスのわかりやすい情報の掲載や多言語対応、その情報発信が必要（観光関
連団体）

運行ダイヤの改善やキャッシュレス決済の導入など、

わかりやすく、使いやすい環境の提供が必要
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（３）運転手不足

・運転手がまったく足りない。2030年度に大幅減の見込みであり、抜本的な路線
再編が必須（バス事業者A）
・ドライバーは高齢化するのみで給与も低いため、経済的に厳しい。若い人はほと
んどいない（タクシー事業者A）
・運転手不足は変わらず。平均年齢は66歳で70～75歳の層が一番多い（タク
シー事業者B）

6．調査結果（事業者アンケート）

（４）定時運行等への課題

・朝・夕は渋滞しがちで、全方面遅延が発生している（バス事業者A）
・一般車両の路上駐車により運行に支障がある（バス事業者B）
・主要な施設の周辺で道路幅員が狭いなど、円滑な運行に支障（タクシー事業者A）

交通モードを問わず、運転手不足が深刻

交通渋滞や道路幅員などハード整備の面も課題
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（6）観光交通への対応

・2019年に、外国人観光客が増加し、車両への積み残しが発生していたことから、
今後外国人観光客が増加したときの対応が課題（バス事業者A）

・多客時（阿波おどり、マチアソビ、年末年始、GW）の増便や続行便の対応が課題
（バス事業者B）

・特定路線（南海フェリーなど）で一時的な利用者の集中が課題（バス事業者B）

6．調査結果（事業者アンケート）

（7）その他の課題など

・バス停や最寄りの駅までの距離があるため、外出支援が必要な人が多いと感じ
ている（福祉関連団体）

ピーク時に集中する需要への対応や、外出支援が必要
な人への対応が課題
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7．まとめ
（1）市民アンケート

（2）利用者アンケート

約２割

自転車、路線バス、他の人の自動車

買い物

市外、八万、佐古

便数や場所に制約がある

約６割

・運転免許やいつでも使える自動車がない人

・自動車が自由に使えないときの移動手段

・日常生活の中で最も多い外出目的

・外出の目的地

・公共交通を利用しない理由

・今より公共交通を充実させるべきと考える人

・調査日当日の移動手段

・路線バスを利用する上で重要なこと

路線バス、鉄道(JR)、徒歩

バス停の場所やダイヤ、乗り換え
の有無など

・路線バスを利用し続けるために最低限必要
なこと

便数や場所、利用環境の充実
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7．まとめ

（3）事業者アンケート

（4）自由記述意見（一部）

・車内の混雑緩和

・経路検索のわかりやすさ、路線図や路線そのものがわかりやすいこと

・利用者数に応じたバスのサイズ

・EVバス導入など環境問題への対応

・自宅や目的地（の近く）まで行けるサービス

など

・わかりやすく、使いやすい公共交通サービスの提供が必要

・運転手不足が深刻な中で、ピーク時に集中する需要への対応や、外出支援が
必要な人への対応が必要
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